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本書は統計でお困りの医学・生物学研究者の
方に向けた本です．

近年，医学・生物学の分野では，統計学を避
けて通れなくなっています．論文を投稿する場
合でも，投稿規程で統計方法について明確に記
述するよう求めている雑誌が大半ですし，投稿
しても，統計的に適切な手法を用いていないこ
とを理由に拒絶されたりすることもあります．
しかし，現在の医学部や理学部でも統計学を系
統だって教えている大学は数えるほどしかあり
ません．ましてや既に卒業してしまった方の中
には，統計学で教わったのは t 検定とχ2 検定
程度という方も多いのではないでしょうか．

それではどうしたら良いのでしょう．手元に
は統計学の教科書も，統計ソフトもそのマニュ
アルもあります．それでも迷うこと，困ること
があるというのが実情ではないでしょうか．
たとええば，

どの処理を選択したらよいのかわからない
英語で書けない
こんな場合はどうする・・・・

といった問題に直面しているのではないでしょ
うか ?
本書はそんな方のための本です．当面の今

そこにある問題を乗り越えると共に，手元の統
計学の教科書をもう一度開いてみる勇気を起こ
す．そんなことを意図して書かれた本です．

本書では，読者は既にエクセルや市販の統計
ソフトを持っているということを前提にしてい
ます．したがって，エクセルの関数や統計ソフ
トがどんな計算をしているかについては書いて
ありません．解析方法を数式として確認したい
場合には，教科書や統計ソフトのマニュアルを
参照して下さい．ただし，統計ソフトに入って
いない解析方法を使う必要がある場合には，エ
クセルを使って計算できるように手順を示して
あります．

本書で想定している統計ソフトは，Statcel2
（「４Steps エクセル統計 第 2版」，柳井久江著，
オーエムエス出版）のような国産の安価な統計
ソフトです．SPSS，SAS いったソフトをお使
いの方には，優れた解説書が多数ありますすし，
そもそもこんな本は必要ないことと思います．

本書は，ともすれば説明されずにいた統計の基本
的な考え方を読みやすく提供すると共に，手持ちの
データに対して複数の解析方法があったり，手持ち
のデータがマニュアル等の例題とは一致しなかった
りで，どの解析方法を選択したらよいか判らないと
いった事態の対処法を提供することも目的にしてい
ます．

以上のように，本書は統計で困って入る方に
救いの手を差し伸べるものではありますが，統
計学の教科書ではありません．でも，読みやす
く書いてあると思います．現在直面している危
機を乗り越えて一息ついたら，全体をぱらぱら
とめくって読んでみてください．そしてもし統
計も面白そうだと感じたら，本棚で眠っている
統計学の教科書を掘り出して，ページをめくっ
てみましょう．今度はきっと面白く読めるよう
になっている自分に気が付くことでしょう．

最後に，ご多忙中にもかかわらず原稿の
チェックをしてくださいました東京女子医科大
学の長田理先生，埼玉大学の柳井久江先生，さ
らには終始貴重なアドバイスをいただいた上，
すばらしい作品まで描いてくださいました漫画
家の山川直人さんに心から感謝いたしします．
なお，本書に誤りがあれば，すべて著者の責

に帰すものであります．お気づきの点があれば
是非ともご連絡いただければ幸いです．

2004　酷暑の東京にて　　　　　　

清水　信博　　

［　◆ は じ め に ◆　］ 
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